
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 218 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 図説情報Ⅰ （実教出版） 

副教材等 図説情報Ｉ 学習ノート （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っている機

械（コンピュータ）に対して、理解を深め、良い使い方は何かを考えよう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、ワークショップや演習等

を通して考え、友だちを含めた多様な考え方を学び、自分の考えを持とう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

（1） 効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技能

を習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 

（2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用する力を養う。 

（3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

効果的なコミュニケーショ

ンの実現，コンピュータや

データの活用について理解

し，技能を身につけている

とともに，情報社会と人と

の関わりについて理解して

いる。 

事象を情報とその結び付きの

視点から捉え，問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に用いてい

る。 

情報社会との関わりについて

考えながら，問題の発見・解

決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し，自ら評価し

改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

序
章 

オリエンテーション 

・中学校までの学習内容を

確認する。 

・コンピュータの起動や終

了方法を習得する。 

・コンピュータ教室でのマ

ナーを理解する。 

・共有フォルダに保存する

実習を行うことで，必要な

操作を習得する。 

・情報Ⅰで学ぶ内容を理

解する。 

a: コンピュータの基本的な扱

い、情報セキュリティ、情報モラ

ルに関する既習事項について理

解している。 

b:既習事項に対する到達度を自

己評価できる。 

c: 「情報Ⅰ」で学ぶ学習内容と

社会における問題解決を関連づ

けてとらえようとしている。 

チェック

シート 

チェック

シート 

行動観

察 

第
一
章 

情
報
社
会
と
問
題
解
決 

情報の特性 

メディアの特性 

問題解決の考え方 

 

a: 情報やメディアの特性につい

て理解している。問題解決の流れ

について理解している。 

b: 目的や状況に応じて，適切な

メディアを選択することができ

る。 

c: メディアの特性が果たす意義

や，留意点に気づき，情報と情報

技術を適切かつ効果的に活⽤し

ようとしている。 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

振り返り

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

情報社会における法規と

制度 

情報セキュリティと個人が

行う対策 

 

a:知的財産権，産業財産権，著作

権について理解している。 

・著作権者の権利を守りながら著

作物を利用するための方法につ

いて理解している。 

・個人情報や個人情報の保護に関

する法律について理解している。 

・情報セキュリティの確保の重要

性について理解している。 

b: 情報に関する法規や制度及び

マナーの意義，情報社会において

個人の果たす役割や責任，情報モ

ラルなどについて，それらの背景

を科学的に捉え，考えることがで

きる。 

c: 情報モラルに配慮して情報社

会に主体的に参画しようとして

いる。情報セキュリティ技術に興

味・関心をもって取り組んでい

る。 

ワークシ

ート 

小テスト 

定期考

査 

ワークシ

ート 

話し合

い 

定期考

査 

振り返り

シート 

第
二
章 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

 

メディアの機能と特性、メディ

アリテラシー 

a: 情報やメディアの特性につい

て理解している。問題解決の流れ

について理解している。 

b: 目的や状況に応じて，適切な

メディアを選択することができ

る。 

c: メディアの特性が果たす意義

や，留意点に気づき，情報と情報

技術を適切かつ効果的に活⽤し

ようとしている。 

 

 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

振り返り

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

情報デザインと表現の工夫 

ポスター制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: ・情報デザインの意味につい

て理解している。 

・デザイン物（ポスター）をつく

る技能を身についている。 

b: ・問題と解決方法を適切に判

断して選択できる。 

・要件の定義など情報デザインの

視点から考えることができる。 

・情報デザインの考えをもとに表

現できる。 

c: 情報をわかりやすく伝達する

ために、文字、図表、グラフなど

の表現方法について学習活動を

行い、自ら改善しようとしてい

る。 

ワークシ

ート 

作業ファ

イル（作

品） 

ワークシ

ート 

作業フ

ァイル

（作品） 

振り返りシ

ート、行動

観察 

第
三
章 

情
報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

 

情報の表し方 

コンピュータでのディジタル表

現 

 

a: ・アナログとデジタルの違い

について理解している。 

・２進法・10 進法・16 進法の相

互変換について理解している。 

・文字コードのエンコーディング

について理解している。 

・音、画像、動画のデジタル化の

Ａ／Ｄ変換について理解してい

る。 

b: ・アナログとデジタルのそれ

ぞれの利点と欠点について考え

ることができる。音，画像，動画

のデータの特性に応じた適切な

計算式を判断できる。 

c: 情報のデジタル化について、

興味関心をもって、より深く理解

しようとしている。 

 

ワークシ

ート 

小テスト 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定 期考

査 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

情報機器とコンピュータ 

 

a: コンピュータの構成要素やデ

ータの制御・データの流れを理解

している。 

・ハードウェア、それを動かすソ

フトウェア、さらに、OS とアプ

リケーションソフトウェアの関

係を理解している。 

b: ・コンピュータ本体の動きや

CPUの動作と演算の仕組みについ

て，その概要を説明することがで

きる。 

c: ・ハードウェアとソフトウェ

アの学習に，興味・関心をもって

取り組んでいる。 

 

ワークシ

ート 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定 期考

査 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

第
四
章 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム 

アルゴリズムと基本構造 

プログラムの基礎 

プログラムの応用 

 

a: ・アルゴリズムの基本構造に

ついて理解している。 

・アルゴリズムを表現する図や表

について理解している。 

・アルゴリズムの基本構造（順次

構造，選択構造，繰り返し構造）

を理解している。 

・プログラミング言語を用いたプ

ログラムの作成について理解し

ている。 

b: ・プログラミング言語を使っ

て，順次構造と繰り返し構造を利

用したプログラムを作成するこ

とできる。 

・作成したプログラムが正しいか

どうかを考察することができる。 

c: ・プログラミング言語に興味

をもち，プログラムの作成に積極

的に取り組んでいる。 

・プログラムに間違いがあった際

にも，繰り返し粘り強く，プログ

ラムの改善に取り組もうとして

いる。 

ワークシ

ート 

作業ファ

イル 

ワークシ

ート 

作業ファ

イル 

振り返りシ

ート 

行動観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
五
章 

モ
デ
ル
化
と
デ
ー
タ
の
活
用 

モデル化 

シミュレーション 

 

a: ・モデル化の目的や手順，モ

デルの分類方法について理解し

ている。 

・簡単な確定的モデルのモデル化

やシミュレーションの手順を理

解している。 

b: 確定的モデルについて，表計

算ソフトウェアを用いてシミュ

レーションを行い，その結果から

考察することができる。 

c:シミュレーションで得られた

結果をもとに，パラメータを変更

するなど繰り返しシミュレーシ

ョンを行うなどし，分析・評価を

行っている。 

ワークシ

ート 

作業ファ

イル 

ワークシ

ート 

作業ファ

イル 

振り返りシ

ート 

行動観察 

データの活用 a: ・データの種類やデータの活

用方法について理解している。 

・問題解決のための手段に応じた

表現をする技能を身につけてい

る。 

b: ・データ分析の結果から読み

取れる情報を判断できる。 

・解決策を発表し合い，お互いの

意見を盛り込んだ内容に改善で

きる。 

・他者に効果的に伝達できるよう

に表現することができる。 

c: ・問題解決のための協働作業

に，積極的に参画しようとしてい

る。 

ワークシ

ート 

作業ファ

イル 

ワークー

ト 

話し合い 

作業ファ

イル 

発表 

振り返りシ

ート、行動

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

第
六
章 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
情
報
シ
ス
テ
ム 

ネットワークの仕組み 

情報システムとサービス 

情報セキュリティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:ブロードバンド，携帯電話網の

無線通信技術の発展について理

解している。  

・インターネットに接続するため

の機器や LAN の構成について理

解している。・インターネット通

信の規約であるTCP/IPやパケッ

トの流れについて理解している 

・WWW や電子メールのサービス内

容と基本的な仕組みを理解して

いる。 

・身のまわりの情報システムの例

やサービスの概要を理解してい

る。 

b: ・コンピュータネットワーク

でどのように情報がやり取りさ

れているか説明することができ

る。 

・インターネットで活用できる情

報システムの例をあげて，提供す

る情報と受けたサービスについ

て考察することができる。 

・情報セキュリティの 3要素（機

密性，安全性，可用性）とそれぞ

れの脅威や対策について説明す

ることができる。 

c: ・情報の科学的な見方・考え

方を働かせて，情報通信ネットワ

ークのしくみを理解しようとし

ている。 

・身近にあるさまざまな種類の情

報システムが提供するサービス

について調べるなどの学習活動

に積極的に参画している。 

・安全に情報を送受信する仕組み

の理解のもとに，情報セキュリテ

ィに対する対策を自ら進んで行

い，改善しようとしている。 

ワークシ

ート 

定期考査 

ワークシ

ート 

定 期 考

査 

振り返りシ

ート、行動

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


